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      委員長 稲山 嘉明 
 
平成 28 年度診療報酬改正に向け、本学会が主幹として以下の提案書を提出した。 
１）既収載技術 
① セルブロック法（N000, 病理組織標本作製として 860 点） 
② 免疫染色（N002, 細胞診について 400 点） 
③ LBC（N004 注１、婦人科細胞診について 85 点への増点） 
④ 細胞診断料（N006-2, 婦人科材料について 200 点） 

２）未収載技術 
① 婦人科細胞診スクリーニング陰性標本に対する自動判定支援加算（40 点） 

 
１）①②は、病理学会、産科婦人科学会、婦人科腫瘍学会、呼吸器学会、肺癌学会、膵臓

学会、消化器病学会の計８学会共同提案、１）③④、２）①は、病理学会、産科婦人科学

会、婦人科腫瘍学会の計４学会共同提案である。 
 


